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命

は

又

た

我

基

幹

激

徒

の

分フロ
ク
-
フ
ム

一
純
一
昔
の
滋
は
同
時
に
政
治
的
序
列
た
つ
露
な
ら
ん
と
は
、
五
日
人
は
此
時
代
の
限
史
を
誠
む
停
に
、
彼
の

ドυ 

A

リ
し
、
十
六
世
紀
に
於
け
る
英
の
朕
践
を
似
ば
ず
ん
ば
わ

日

本

基

官

数

奥

の

研

究

五
凶
七



日

本

基
i

叔
阿
波
庇
の
研
究

五
間
入

....."..，吋島町h・“・ ?・_..白川、 i・4・f'":'''"'‘ 
ι、

f3 

、b
w
d
る
な
A
Y
、
(
二
)
輩
、
此
時
代
に
於
け
る
悌
数
徒
の
破
戒
暴
行
之
雄
同
と
は
、
(
一
一
一
)
信
長
を
し
℃
彼
等

の
白
山
h
u

可
く
法
る
可
与
を
知
ら
し
ひ
る
と
共
に
、
基
督
一
放
の
保
護
す
可
主
所
以
を
解
せ
し
め
山
刷
、

わ
く
℃
彼
は
千
五
百
六
十
八
年
(
永
純
十
一
年
)
京
都
問
依
坊
門
に
四
町
凶
方
の
地
を
容
附
し
℃

市
俊
寺
を
建
立
し
、
自
わ
ら
此
殺
の
大
取
越
と
な
る
に
一
主
ム
リ
肉
、
(
凶
)
之
れ
よ
よ
り
信
徒
の
数
、
日
に
月

に
多
く
、
千
五
百
七
十
七
年
(
天
正
五
年
)
に
は
兆
数
三
十
誌
に
淫
せ
し
と
一
百
人
(
五
)
、
而
し
℃
千
五
百

八
十
二
年
(
天
正
十
年
)
に
は
大
友
、
有
馬
、
大
村
三
諸
伎
の
伎
節
を
羅
w仰
に
誠
治
す
る
者
わ
る
に
去

れ
ら
(
ム
ハ
)
、
か
く
℃
信
」
h

況
は
何
等
迫
害
の
惨
事
を
悲
綿
回
数
史
上
に
膨
せ
ず
し
℃
同
年
比
祉
を
去
り

ち'

ぬ
(
七
)
、
畑
山
ム
に
彼
が
之
れ
を
山
戸
市
信
す
る
念
な
が
λ
y
し

之

は

日

進

宗

た

る

籾

山

日

飛

を

信

任

せ

し

を
以
℃
知
る
を
得
可
じ
(
入
)
、
然
い
が
も
其
が
政
治
的
必
要
よ

b
保
護
せ
し

乙
と
は
、
之
れ
を
…
伝
来
・
す

る
議
候
及
信
徒
を
し
℃
自
己
の
致
を
波
布
せ
ん
が
銭
円
の
に
紳
枇
倣
閣
を
破
践
す
る
の
勤
機
を

典
ふ
る
に
歪
れ
ι
リ
(
九
)
、
秀
吉
り
明
智
光
秀
を
山
崎
に
討
ず
る
や
、
基
荷
数
徒
た
る
高
山
右
近
〈
高
似

ー.

城
主
)
は
一
彼
の
鋳
め
に
大
に
カ
を
識
せ
し
も
、
共
倒
内
に
於
け
る
一
ニ
誌
の
仰
数
徒
を
強
治
的
に
改

宗

せ

し

め

ん

と

せ

し

が

ば

大

に

彼

等

の

反

抗

す

る

彪
F

乙
な
れ

b
、
之
れ
切
か
に
信
仰
の
自
由
を

妨
害
し
、
延
ん
で
は
同
法
を
奈
す
も
の
な

b
、
秀
吉
た
る
も
の
笠
に
賦
す
る
を
符
ん
や
、
又
た
官
時

貿
易
の

絡
に
我
郊
に
来
λ
y
し
、
硝
萄
牙
人
の
中
に
は
放
滋
に
し
℃
本
邦
の
婦
女
子
を
畑
中
に
抑
制

誘
す
る
も
の
わ
夕
、
秀
吉
は
悲
情
放
の
議
々
同
法
を
奈
す
も
の
た
る
を
信
お
し
、
注
に
千
五
百
八
十

七
年
(
天
正
十
五
年
)
禁
止
の
令
を
下
す
と
共
に
信
徒
の
迫
答
申
ど
な
す
に
笠
れ
ら
(
十
)
、
わ
く
℃
基
品
川

数
徒
r
乙
し
℃
熱
心
な
る
高
山
布
氾
は
高
槻
の
城
主
を
除
か
れ
、
共
他
の
諸
紋
に
し
℃
庶
・
桜
間
接

一
夜
古
の
白
山
憾
に
ム
れ
し
も

の
多
し
(
十

一
)
、
然
か
も
禁
令
の
州
政
正
に
J

賀
行
せ
ら
れ

y

b
し
所
以
は
、

之
れ
が
媒
介
者
た
る
硝
碕
牙
人
と
の
通
商
を
股
禁
せ

w
d
b
し
と
、
基
督
殺
を
信
ず
る
訪
依
中
に

拠
岡
如
水
の
如

3
小
西
行
長
の
如
&
・
・
c

名
勝
ゐ

b
℃
隠
然
之
れ
を
援
助
せ
し
よ
」
、
秀
吉
も
亦
た
自

己
の
雄
陥
の
絡
め
に
(
十
一
一
)
、
是
等
の
諸
般
乞
罰
す
る
乙
と
協
は

w
d
b
し
に
よ
る
、
か
く
℃
込
書
は

舵
死
後
然
布
激
す
る
も
の
に
と
い
ま
ム
リ
、
悲
督
激
は
ね
川
ほ
一
級
の
命
脈
乞
縦
持
し
た
り

3
0

ハ
一
リ
ー
か
わ
w

ず
す
し
が
り

gJ1.己目
om
仏

8
・0
ロ
ゲ
ユ
目
。
口
付
Oω

に
・
よ
れ
ば
術
翻
牙
人
1
7
y
ト
一
一
介
、
グ
、
官
ッ
タ

L
4
7
7
y
v
λ

ゴ、，

t
イ
川
市
ト
ヘ
ー

γ

y
ト
ニ
す
'
B
A
八
イ
グ
オ
ト
し
汁
三
人
は
千
五
百
間
十
二
年
混
雑
i
り
支
那
じ
航
ぜ
ん
、
と
し
て
は
棋
風
の
mm
め
に
種
子
島
仁
漂
着
ぜ
り

h
ハ
ど
ロ

L
・

0
0
7
ト

同
r
H
O
斗
。
同

2
2
3
3附
し
て
木
邦
の
史
料
中
最
も
立
保
三
似
す
る
ほ
市
消
女
集
金
上
倒
木
…

rrト以
川
史
料
の
餓
-
地
ド

附
す
る
記
事
じ
し
て
、
之
れ
仁
一
被
れ
ば
葡
制
牙
人
は
一
六
支
決
卯
秋
八
月
二
十
五
日
了
阿
J

旬
以
て
槌
mu

に
綿
子
品
川
の
凶
ノ
村
の
小
川
山
じ
収
り

L
な

り
ハ
内
川
博
士
日
本
近
間
氏
然
}
俗
上
般
一
一
比
五
七
.U
耐
し
℃
天
才
入
渋
川
仰
ば
天
文
十
二
年
郎
ち
制
服
千
五
百
凶
十
一
一
一
年
な
り
、
故
ド
何
れ
mu

此
関

知
・
の
中
な
ら
ん
I
C
信

T

0

4

。一

U
J
4
2
g
u
w
g
E
H
μ
u
n
u
n問。
N
E芯
ロ
向
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札
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mmo吋
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g
g
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m
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M
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山
0
2
Z
V
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同
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m
H
m
S
F
m
n
一

∞
百

4
・R
t色一目。げ・円
H
E
F
Eハ目的。日目的
r
o
r
g
o
H
E一f
u
ω
8
8
1
0
V
句
。
一
一
三
日
川
口
口
白
何
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門的門
O
H
M
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3
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orZHU・
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…
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一
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I 
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日
本
基
叔
日
救
出
ル
の

研-

a 先

五
回
丸

z 、，



8 

、守3
白.

9 

日

木

基

督

教

奥

の

研

究

五
五

O

ヰ
H
V

円。ロ伶
vgω
。
司
O
V
H
U
O
]
U
U
o
y
o
附

V
H
o
m
g呂
田
∞
-
ハ
切
符
ロ
〕
向
。
ゅ
ωω
何
日
自
己
一
一
o
y
m
w
J
4
R
r
o
w
切・

H
A
r
m
-
ω
m
w
ω
〉

ハ一一一
v
檎
皮
茸
の
大
壁
一
水
骨
骨
は
持
mv

れ
ず
、
総
明
知
形
花
之
E

泣
も
坊
合
も
一
一
則
呆
切
れ
れ
る
槌
也
.
浅
狼
々
々
一
間
決
ば
大
U
H
.

坂
下
に
下
て
飢
行
不
法

無
限
修
曲
学
機
怠
の
故
知
此
了
間
相
川
ポ
也
一
再
々
ρ
南
部
多
聞
院
日
記
元
抱
一
児
一
年
一
ニ
一
月
十
九
日
の
係
v
o

信
長
は
悌
救
僧
侶
te
賢
僧
十
い
る
に
過
ゲ
ず
、
と
か
す
h

仰
付
制
多
く
人
岡
山
の
淳
朴
か
侮
り
、
暴
に
之
ル
使
川
上
れ
れ
ば
な
り
よ
羽
目
恥
以
て
む
れ
の

鴎
者
放
滋
た
掩
ふ
の
邦
人
れ
る
ら
知
る
、
放
に
之
れ
か
訟
む
こ

h
最
甚
L
ハ
日
本
附
数
真
上
谷
真
二
六
一

v
信
長
ば
線
徒
に
鈎
し
て
大
に
潟
リ
て

.
日
く
彼
縛
徒
ば
己
れ
の
脱
者
欣
逃
に
し
て
没
り
に
民
財
与
楽
収
す
る
者
な
り
h
、
ハ
日
本
側
歴
史
上
会
一
良
ニ
七
七
V

ハ閥
V

京
郁
妙
心
寺
培
政
春
光
院
に
釣
ぜ
る
出
・
餓
ド
は

5
3
h銘
L
h
せ
メ
イ
ト
一
政
の
符
放
た
剣
ぜ
り
、
前
線
守
の
治
物
な
り
、
と
一
石
、
倫
は
市
同
寺

の
こ
I
C
ド
就
き
て
は
前
線
寺
興
際
結
に
詳
V
な
り
0

.

句

、

ハ
五
〉
一
一
献
に
其
数
十
五
前
向
、
と
も
一
疋
ふ
。

ハムハ
V

天
正
十
年
大
友
‘
山
相
.
品
、
大
村
の
使
節
伊
米
寸
マ
Y

チ
司
し
、
千
々
山
清
1

ミ
ク
山
V

し等
1

Y

リ
ニ
ヤ
ノ
L
h
共
に
緑
ww
に
向
ぴ
長
崎
か
・
出
世
ぜ
し

-
w
h

は
良
型
雑
誌
第
十
一
一
樹
に
坪
非
博
士
の
寸
大
友
、
大
村
、
荷
馬
三
栄
の
使
節
の
つ
ベ
ネ
チ
ア
し
政
府
い
長
ぜ
し
感
謝
状
し
な
る
論
文
及
村
上
県
士
の

寸
大
友
、
布
応
一
一
一
家
使
節
の
感
謝
状
し
ハ
典
型
雑
誌
第
十
二
綜
V

及
同
事
土
の
つ
大
友
、
右
町
向
、
大
村
三
侯
の
使
館
に
闘
す
る
新
史
料
し
ハ
史
問
中
雑
誌
第

十
凶
総
V

に
祁
?
な
り
。
:
ー

ハ七
U

常
時
の
出
品
敬
仰
コ
ノ
ロ
ヱ

Y
し
ば
千
五
百
八
十
一
ニ
年
の
布
教
年
制
城
市
に
信
長
の
性
特
応
評
L
て
彼
が
善
一
共
な
る
人
な
り
し
こ
ー
と
ほ
否
む
地
ば
ざ

ろ
も
然

dv
も
其
白
質
的
障
大
ば
遮
ド
被
の
身
ル
談
る
ド
五
れ
り
b
。

ハ八
V

羽
山
日
来
は
日
本
凶
我
山
体
の
寸
ノ
キ
ソ
ス
ミ
し
ハ
同
0
0
尽
き
告
白
む
に
し
て
郎
ち
日
策
上
人
ハ
回
目
o
r
釘
ω
ω
v
o
p
山口
U

の
会
奇
談
ら
れ

L
も
の
な

り
、
常
時
の
笠
教
師
叫
フ
ロ
エ
少
し
が
相
胴
長
ド
訪
し
て
布
救
の
許
川
島
得
に
り
し
L
し
き
、
深
刻
能
静
に
し
て
粗
暴
他
念
且
つ
地
位
、
と
椛
方
ー
と
か
利

川
し
て
基
督
な
祭
止
た
務
め

L
ほ
此
人
物
な
り
i

而
し
て
安
凶
守
w
m
撹
の
手
翰
に
は
日
東
ら
以
て
附
川
公
、
，
太
公
望
喝
の
時
L
M
M
K
る
ド
比

L
J
…"

的
卿
詑
に
は
彼
が
信
長
の
最
も
一
一
恥
入
な
り
し
、

w
h
J旬
結
せ
り
、
此
抗
策
な
る
名
ば
後
奈
良
夫
息
r
ふ
り
側
仰
は
り
し
も
の
に
L
て
、
，
彼
は
+
t
h
L
℃

齢
制
議
守
枇
等
ド
附
す
る
こ
、
と
や
司
り
、
総
じ
禁
哀
の
修
治
に
ほ
大
・
羽
わ
り

L
ー
と
い
ふ
。

ハ九
U

宗
一
麟
公
ば
切
利
支
丹
に
蹄
依
ぜ
ら
れ
、
一
川
仰
は
我
山
部
の
以
凡
な
り
》
然
れ
ば
闘
中
の
大
守
枇
字
残
ら
ず
破
却
ぜ

i
h
て
一
絡
に
州
市
H
M
W
一
川
の
枇
ー
や

山
森
紹
隙
ド
仰
ぜ
焼
抑
は
ぜ
て
有
山
捌
き
る
、
・
次
仁
前
例
議
ヰ
ザ
破
却
・
・
・
・
山
内
ふ
り
火
た

γ
く
る
一
五
々
。
ハ
大
友
部
〉

千
五
百
七
十
七
年
経
ハ
京
都
V

議
日
信
者
等
、
と
共
に
路
傍
に
布
み
一
仰
山
阪
に
入
り
し
に
信
者
等
ば
制
限
内
の
悌
飯
島
一
捺
く
破
壊
ぜ
り
ハ
日
本
凶
一
枚

史
上
俗
頁
二
八
四
〉
。

ハ十
U
太
閤
秀
吉
公
御
傑
目
ハ
長
崎
滋
守
二
縦
貫
一
五
vo

定

一
日
本
は
…
仰
附
れ
ろ
所
に
切
利
支
丹
凶
L
り
秘
法
恥
受
候
儀
法
不
可
然
事
。

一
立
〈
闘
部
之
者
ル
近
付
門
徒
ド
な
し
、
紳
社
側
閣
か
打
破
ぜ
し
事
前
代
4
4
…
凶
に
候
。

一
岡
部
在
既
知
事
等
給
人
の
み
放
下
候
儀
4
4
門
的
時
之
本
に
候
天
下
r
ふ
り
も
御
法
皮
相
守
諸
事
可
制
付
叫
共
感
候
お
に
下
と
し
て
制
限
成
義
山
本
候
獄
。

一
、
件
天
辿
典
智
一
品
之
法
恥
以
て
士
山
次
第
栂
那
持
候
事
、
と
被
思
召
候
践
に
知
市
同
域
之
仰
法
か
打
破
候
事
山
本
候
燦
怜
天
述
之
技
日
本
之
地
に
ほ

一
被
発
前
関
数
候
間
今
日
i
り
廿
日
聞
に
川
意
仕
可
蹄
凶
依
沈
(
内
下
々
一
作
文
述
に
不
制
儀
巾
脈
問
わ
ら
げ
可
灼
曲
事
候
。

一
県
州
之
儀
前
向
以
之
官
V

に
候
間
各
別
に
倹
年
月
か
的
絡
事
自
民
可
仕
事
。

一
白
己
以
後
之
妨
在
不
成
卵
細
ば
商
人
之
儀
ば
不
及
巾
何
に
て
も
切
刺
支
丹
一
一
じ
£
り
余
波
一
本
合
候
可
得
其
滋
候
w
v
o

一

大

正

十

五

年

ハ
十
一

v
m
g
g
h郁
ぜ
し
黙
阿
如
水
が
千
五
百
入
十
九
年
ハ
大
正
十
七
年
V

討
や
子
長
政
に
譲
り
れ
る
が
加
吾
川
千
五
百
九
十
年
ハ
天
正
十
入
住
・
・

1
ァ

V

サ

y
ド
ロ
-

Y
ヲ
ユ
ヤ
ノ
し

ιι
り
℃
泌
蹴
ぜ
し
も
の
h

中
に
は
寸
抑
制
一
辺
、
宮
路
に
応
ら
ば
、
一
一
皮
は
天
下
の
功
名
も
な
す
ぺ
き
事
な
け

v
t
ろ

滋
郎
に
総
ら
れ
-K
れ
ば
、
其
市
山
切
岳
山
内
エ
し
く
成
り
・
ゃ
い
る
五
サ
、
党
え
ず
浜
、
-
ほ
れ
候
し
と
γ
二
ち
し
議
住
品
郷
わ
り
J
前
一
野
の
山
守
に
無
念
の
mmd骨

格
ん
で
倒
れ
L
関
白
芳
次
わ
り
。
一

ハ十一一
v
天
正
十
五
年
六
月
十
五
日
芳
官
、
山
川
義
調
ハ
久
子
ド
胤
ハ
ふ
る
謀
。

今
度
九
州
之
儀
背
勅
定
凶
徒
然
御
成
敗
令
抑
)
俊
愁
任
党
総
巾
候
ド
付
隙
例
候
之
傑
何
之
島
々
不
残
被
仰
付
悦
然
底
北
〈
方
尖
子
早
法
令
波
海
候

湖
町
内
一
凶
知
先
宛
一
行
準
金
紋
鋭
知
向
後
可
抑
忠
勤
候
次
高
腿
儀
被
指
御
人
数
成
敗
之
儀
巾
鉱
山
側
、
義
調
御
哩
巾
之
係
先
被
拘
制
緩
銭
然
者
凶
王
五

日
域
於
有
挙
協
有
識
続
可
処
先
鋭
候
清
川
崎
滞
布
之
者
即
時
波
海
一
被
仰
尚
一
川
一
雄
加
御
議
制
悦
其
時
ほ
於
彼
凶
一
筋
知
行
可
殺
仰
付
候
早
々
必
滋

答
不
可
有
油
断
候
也
。

六

月

十

五

El 

日
本
装
容
救
出
仙
の
研
究

五
五
一



日

本

基

督

数
a

奥

の

研

宛

五
五

10 

秀

ヒt
I=J 

ヂq

宗

讃

岐

守

、

と

の

山

川

鈴

馬

守

ー

と

の

閥

家

康

1
ζ

恭
叔
同
教
徒

J、、 J、

千
百
九
十
八
年
(
慶
長
三
年
)
盤
太
閤
の
潟
去
に
よ
.
b
℃

関

わ

れ

し

悲

劇

の

慕

は

闘

史

上

稀

れ

に

甲
山
ピ
ソ
才
A

ア

見
る
一
大
間
的
に
じ
て
、
彼
が
苑
去
と
共
に
十
人
衆
(
徳
川
家
康
、
前
倒
利
家
、
上
杉
長
勝
、
毛
利
版
元
、

狩
問
秀
家
、
前
回
立
以
、
浅
野
長
政
、
石
川
三
成
、
地
町
長
盛
、
長
束
正
家
〉
わ
る
界
人
政
慨
は
生
れ
ぬ
、
而

し
℃
家
康
制
御

b
伏
見
に
わ
且
り
℃
夜
間
品
川
棚
砂
の
捺
び
な
が
ら
彼
の
手
に
腐
す
る
の
槻
わ
り
、
放
に

之
れ
よ
λ
y

は
彼
を
中
心
之
し
℃
、
悲
皆
殺
徒
ょ
こ
り
関
係
を
識
ぺ
ん
と
欲
す
、
蕊
、
股
火
の
賂

3
に

滅

-

1

 • 、
;
 

せ
ん
と
す
る
や
、
一
時
英
光
の
郎
く
を
見
る
が
如
く
、
家
康
天
下
の
樵
を
怪
よ
り
て
よ

b
十
年
間
は

基
督
数
に
と
ら
℃
一
時
、
光
の
放
た
れ
し
時
代
に
じ
℃
v
秀
吉
苑
去
の
年
よ

b
共
翌
年
に
わ
け
℃
、

京

及

大

阪

に

は

艇

に

数

食

堂

の

設

立

せ

ら

れ

し

も

の

ゐ

b
(
ご
、
鶴
ふ
に
古
訟
を
媛
、
ず
る
を
以
て

大

禁

物

と

せ

し

彼

は

決

し

℃

秀

吉

の

祭

令

を

滋

止

せ

w
d
b
し
の
み
な
ら
ず
、
英
意
志
、
が
会
々
之

を
悦
ば

y

b
し
乙
と
は
、
千
六
百
三
年
(
慶
長
八
年
)
日
米
の
大
守
に
輿
へ
し
書
中
に
「
我
邦
は
紳
闘

』司‘"、

、

部
ち
赫
々
の
闘
な

b
、
泊
先
以
来
今
日
に
宅
一
る
迄
之
に
封
じ
て
山
一
一
端
敬
乞
澄
せ
λ
y
、
紛
入
銀
に
於
て
、
之

〆. 

を
.
般
投
す
る
乙
之
態
は
ず
、
か
〉
る
放
に
食
凶
の
宗
殺
は
決
し
て
之
れ
乞
弊
闘
に
弘
布
す
る
乙

と
能
は
ず
」
f

乙
一
五
へ
る
に
て
明
か
な
り
(
二
)
、
然
が
も
彼
の
行
動
を
見
る
h
k

師
父
の
水
ゆ
り
℃
己
れ
代

講
す
る
者
J

の
れ
ば
必
ず
之
れ
と
相
談
ド
レ
(
二
一
)
、
又
た
自
己
の
足
詐
に
て
布
激
す
る
も
の
わ
る
も
之

れ
を
就
許
せ
λ

ソ
(
問
可
殊
に
千
六
百
九
年
(
慶
長
十
四
年
)
呂
米
大
守
に
輿
へ
し
家
康
の
…
込
書
に
は
寸
居

住

之

作

天

連

不

可

立

疎

遠
L
F
乙
の
外
交
的
齢
A
?
を
見
る
に
至
れ
ら
(
五
)
、
新
く
の
如
く
共
窓
お
f

乙.英

行
動
と
が
会
く
相
反
せ
し
は
何
故
山
七
、
彼
の
大
久
保
長
交
に
ほ

yw
乙
せ
し
見
℃
見
ぬ
ふ
λ

ソ
の
諜

絡
は
何
の
必
要

b

b
て
基
が
日
数
徒
に
施
せ
じ
が
、
一
奇
人
は
之
れ
を
以
℃
彼
が
財
政
策
の
絡
め
な

b
f
c
附
竺
一
一
目
す
る
も
の
な
A
Y
、
此
際
に
於
け
る
彼
が
物
語
の
一
之
し
℃
数
へ
ら
る
〉
中
に
寸
或
時
駿

府
内
行
淵
に
℃
、
紳
活
於
御
前
御
夜
誌
の
節
、
天
下
を
も
被
思
召
候
へ

y-
も
、
御
心
憾
に
不
成
は
金
銭

の
前
半
巾
、
御
一
物
誠
一
被
遊
依
尚
L

之
、
げ
に
金
銀
の
設
ず
一
川
・
4
3
を

知
ι
リ
し
彼
は
先
づ
共
財
源
と
し
℃
通

商
『
乙
賞
金
属
之
の
採
椀
と
に
怠

k
m川
以
た

b
、
郎
ら
千
六
百
一
年
(
慶
長
六
年
)
大
久
保
石
見
守
長

11 

安
ケ
}
石
見
銀
山
の
奉
行
と
な
し
、
八
年
又
た
彼
bι

以

て

佐

渡

金

山

の

奉

行

Iι

な
せ
ら
、
然
れ
ど
ぢ

常
時
科
準
の
後
述
せ

w
o
b
じ
我
邦
に
於
一
℃
之
れ
が
採
掘
法
の
極
め
℃
幼
稚
な

b
し
乙
と
は
、
家

康

を

し

て

伊

豆

銀

山

稜

掘

の

蛍

時

よ

E
P
西

人

の

カ

を

借

る

の

必

要

を

戚

ぜ

し

な

る

に

去

れ

b
、

日
水
基
保
闘
い
教
典
u

の

研

先

五五一一一



日

本

基

督

教

農

の

研

宛

的
ち
千
五
百
九
十
八
年
(
慶
長
三
年
)
紀
伊
に
隠
れ
し
師
父
「
ゼ
ロ

』、

五
五
閥

1 

一
モ
L

の
ホ
ゅ
よ
り
℃
家
康
に
識
す
る

や
、
彼
は
新
商
斑
牙
よ

b
自

己

の

医

下

に

探

鉱

治

会

の

訟

を

数

ゆ

る

者

を

mw
せ

ん

と

の

希

望

を

議
べ
し
に
で
明
か
な

h
、
然
る
に
共
後
呂
朱
1

乙
の
通
商
盆
々
盛
大
と
な
る
や
、
彼
我
の
問
に
使
節

}
}
な
A
Y
、
且
つ
之
が
逝
詳
の
勢
を
t
ι
λ
ツ
し
も
の
は
基
督
激
の
師
父
な

b
し
を
以
て
、
家
康
は
彼
等

の
功
総
に
報
ぴ
ん
が
潟
め
に
、
口
づ
か
ら
彼
等
の
住
す
可
b
d

土
地
を
奥
ふ
る
に
去
れ
ら
(
ム
ハ
)
、
か
く

℃
基
終
日
数
は
盆
々
盛
大
1
・」な

bJ
千
六
百
五
年
(
慶
長
十
年
)
に
は
克
に
五
千
五
百
の
新
信
徒
を
符

る
に
歪
れ
ら
(
七
)
、
新
く
の
如
く
し
℃
本
邦
在
来
の
宗
数
は
非
常
な
る
限
抑
そ
被
h
u

る
と
共
に
、
闘

家
の
統
制
は
設
に
大
岡
難
を
来
た
w
d
y
A
Z
せ
久
沈
器
、
に
し
て
思
慮
級
殺
の
総
わ
る
家
康
は
果

し
て
如
何
な
る
策
を
以
℃
之
れ
を
輪
以
防
せ
し
か
‘
想
ふ
に
苦
言
経
験
は
心
の
庇
深
〈
刻
ま
れ
℃

時
Ir'
」
し
℃
大
な
る
数
訓
1

乙
化
す
る
が
如
〈
、
英
昔
、
一

子
信
康
に
施
ロ
れ
し
信
長
が
紘
法
政
略
乙

噌
々
、
買
に
今
の
彼
に
之

h
J
℃
大
な
る
数
訓
な
λ
y
a
-
-
c
、
而
し
℃
彼
が
諸
候
に
向
℃
な
し
た
る
総
治
政

略
の
勤
機
は
主
之
し
て
政
治
宗
数
の
隔
意
義
よ

b
来
れ

b
、
彼
が
秀
吉
漉
去
の
際
、
取
交
せ
し
起

紡
文
の
怠
に
背
b
d

℃
六
回
刀
応
制
仰
の
潟
め
に
伊
迷
政
宗
の
女
を
安
ら
ん
乙
と
を
約
せ
し
が
如

3
、

又
た
異
父
治
久
松
版
元
の
女
を
養
℃
綱
島
正
則
に
許
嫁
し
、
外
孫
小
笠
原
秀
政
の
女
を
養
P
A

℃

蜂
須
賀
家
政
の

m刀
圭
銭
之
婦
を
約
せ
じ
ゅ
、
英
他
従
弟
水
野
忠
重
の
女
を
以
℃
加
藤
清
正
に
妻

は
す
可
き
約
を
な
せ
し
が
如
、
c

は
、
自
己
の
地
位
乞
輩
悶
な
ら
し
め
ん
と
す
る
政
治
的
意
義
よ

b
来
t

り
し
お
な
λ

ソ
と
脱
、
千
五
百
九
十
九
'
年
(
州
艇
長
四
年
)
以
後
に
於
け
る
彼
が
総
法
政
協
の
多
〈

は
政
治
宗
数
の
一
陶
意
義
よ

b
来
れ
る
者
多
し
、
例
者
基
替
数
の
大
保
護
者
た
る

mm
悶
如
水
の
子

長
政
に
は
同
年
彼
の
外
経
保
科
部
正
正
庇
の
女
を
以
℃
し
、
又
た
熱
心
な
る
基
皆
殺
徒
と
し
℃

有
名
な
る
高
山
右
廷
の
港
事
す
る
前
川
利
長
に
は
英
子
利
常
に
秀
忠
の
衣
女
を
配
し
、
ハ
千
六
百

一
年
(
耐
成
長
六
年
)
以
成
長
十
三
年
に
は
小
笠
原
信
濃
守
の
女
を
賂
軍
の
養
女
と
な
し
之
れ
を
長
問

越
中
守
の
労
忠
利
に
嫁
せ
し
め
し
が
如
う
、
英
他
、
基
督
数
徒
の
巣
窟
た
る
肥
前
に
℃
は
有
馬
の

域
主
布
川
均
庇
純
に
氷
山
以
の
養
女
た
る
本
多
美
濃
守
忠
政
が
女
を
典
へ
、
又
た
柳
河
城
主
田
中
長

政
の
子
市
山
政
に
は
松
弔
問
締
守
政
一
克
の
女
を
配
せ
台
、
而
し
℃
是
等
の
総
港
政
略
は
庇
波
間
接

基
督
数
撲
滅
に
向
℃
電
波
川
端

b

b
し
乙
と
は
千
六
百
十
四
年
・
(
鹿
長
十
九
年
・
)
の
禁
令
以
後
、
変
則
的
況
の

如
言
、
備
後
の
・
如
色
、
丹
波
の
如

3
米
津
の
如
b
d
、
多
少
基
詩
数
徒
代
劉
し
℃
克
総
せ
し
も
の
わ

b

13 

す
、
加
ふ
る
に
之
れ
が
出
品
目
議
の
接
し
ち
を
成
七
た
る
家
康
は
更
に
他
に
代
ゆ
可
b
d

通

商

の

滋

を

日

本

基

督

教

出

仰

の

研

究

ヨ1
3i 
ヨi

し
に
不
拘
、
徳
川
氏
の
捌
成
た
る
議
候
が
何
等
の
保
護
を
典
ヘ
ゲ

b
し
を
見
℃
も
明
わ
な

b
I乙

・一'ー
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g 

14 

五
五
六

見
出
せ
ム
リ
、
協
と
英

2・
は
郎
ち
之
れ
な
ム
ッ
、
焼
く
の
如
〈
西
海
牙
、
碕
術
牙
は
今
や
英
、
関
一
一
闘
の
鴻

は
り
に
通
商
上
の
獅
占
様
ど
奪
は
る
〉
之
共
代
、
彼
等
は
布
数
上
に
於
℃
泌
る
可

3
危
険
の
上
に

立
℃
・
夕
、
何
3

乙
な
れ
ば
彼
等
は
此
聞
に
於
て
有
力
な
る
臆
践
者
を
失
ひ
た
れ
ば
な
λ

リ
、
印
ち
秀
吉

時
代
よ
タ
之
れ
が
保
護
者
た
る
小
西
行
長
は
関
原
の
刷
協
に
よ

b
て
此
世
を
去
A
Y
、
栄
町
如
水
も

亦
た
千
六
百
四
年
(
慶
長
九
年
)
を
以
℃
逝
言
、
且
つ
家
康
が
通
商
上
、
渇
詳
及
使
節
の
労
を
y
と

b
し

日

本

基

脅

敬

市

民

の

研

究

、
、、、

「
ザ
メ

y
y
L
は
千
六
百
年
(
鹿
長
五
年
)
に
(
八
)
「
ゼ
ロ

邦
に
於
け
る
布
敢
に
向
て
大
功
総
を
な
し
、
加
ふ
る
に
「
フ
ィ
り
ノ
ツ
プ
L

一
二
世
の
思
池
を
被
む
よ
リ
し
寸
ア

レ
サ
ン
ド
ロ
、

y
y
ニ
ヤ
ノ
レ
の
逝
去
(
駅
以
判
吠
榊
)
(
十
)
は
我
邦
に
於
け
る
基
骨
教
徒
に
と
よ
り
て

一
大
打
撃
な
タ
し
な

b
、
新
く
の
如
く
し
℃
本
郊
に
於
け
る
，
基
替
数
の
運
命
は
一
に
家
康
の
獣

一
度
禁
止
の
A
?

を
下

8
え
か
、
彼
等
は
買
に
永
訟
の
陪
M
球
界
に

ニ
屯
」
は
誕
翌
年
共
に
此
世
を
去
れ
ら
(
九
)
、
殊
に
我

J
d
 a

，

，

 、

• 

許
の
上
に
た
℃

b
、
若
彼
に
し
て

陥
、
b
w・0

る
を
得
、
ず
、
而
し
て
此
玖
許
の
泉
は
千
六
百
十
四
年
(
慶
長
十
八
年
十
二
月
十
八
日
)
に
於

け
る
禁
止
の
令

tι

共
に
取
る
去
ら
る
〉
に
亙
れ

b
(十
一
)
、
加
ふ
る
に
此
際
信
徒
の
震
な
る
-
も
の

は
泌
外
に
追
放
せ
ら
れ
た
夕
、
之
れ
が
中
に
は
高
山
宿
近
の
如
b
d

大
務
代
遊
亭
し
数
百
の
家
臣

‘
牛
，
 

.• !
 
-

を
有
せ
し
も
の
め

b
し
を
以
℃
、
彼
等
は
の
削
減
を
同
ょ
す
る
主
お
の
追
放
せ
、
b
る
〉
に
瀧
ふ
℃
、

衣
食
の
お
に
窮
す
る
比
歪

b
し
乙
之
は
、
白
川
敵
家
康
を
怨
h
u

の
念
を
し
て
盆
々
減
ん
な
ら
し
め
、

斯
く
て
彼
等
の
多
く
は
自
己
の
生
存
を
会
ょ
せ
ん
が
矯
め
之
、
此
宗
敵
に
抗
せ
ん
が
斜
め
に
、
何

等
親
誼
の
関
係
を
有
せ

wo
る
大
阪
城
に
入
る
に
歪
れ
よ
y
、
此
事
震
は
常
時
入
城
せ
し
悲
替
数
徒

の
多
く
が
北
同
勢
殊
に
高
山
右
涯
の
阪
下
の
も
の
多
か

b
し

k
以
て
知
る
乞
得
可
し
(
十
二
)
、
然

か
も
大
阪
の
落
城
は
盆
々
悲
惨
の
運
命
を
悲
桜
数
徒
の
上
に
降
し
、
或
は
路
給
と
な

b
、
践
は
穴

釣
の
澗
と
な
λ
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什
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